
高圧システム用消耗品
Dionex ICS-5000＋ HPICシステムで高圧分析を行うには、高圧
対応の溶離液ジェネレーターカートリッジ EGC 500とトラップ
カラム CR-TC 500を使用します（図3）。

はじめに
分析カラムの充てん剤の粒子径を小さくすると、ピークの理論段
数が向上します。粒子径の小さなカラムを用い線流速を上げる
と、分離を維持したまま分析時間の短縮が可能です。イオンクロ
マトグラフィーでは、一般に、10 µm程度の粒子径のカラムを用い
ますが、 新たに開発したカラムThermo Scientific™ Dionex™ 

IonPac™ AS18-4 µmでは、粒子径を4 µmまで小さくしました。
これによりカラム理論段数は格段に向上しました。本アプリケー
ションノートでは、 Dionex IonPac AS18-4 µmカラムを用いた
高速分析アプリケーションをご紹介します。なお、 4 µmカラムを
用いた高速分析には、高圧イオンクロマトグラフィー （HPIC）シス
テムが必要になります。HPICシステムであるThermo Scientific 

Dionex ICS-5000＋ についても紹介します。

システム
Dionex ICS-5000+ HPICシステムは、34.5 MPa（5000 psi）ま
での高圧に対応できるシステムです。システムは、ポンプモジュー
ル（DP/SP）、溶離液ジェネレーターモジュール（EG）、検出器 /ク
ロマトグラフィーモジュール（DC）で構成されており（図2）、オー
トサンプラー（Dionex AS-AP）とともに使用します。3つのカラ
ムフォーマット、4 mm内径のスタンダードボア、2 mm内径のマイ
クロボア、0.4 mm内径のキャピラリーに対応したシステムで、最
大2チャンネルを組み合わせることができます。

高圧イオンクロマトグラフィー（HPIC）用
高速分析用カラム Dionex IonPac AS18 -4 µm
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図1：  Dionex IonPacカラム
上から、キャピラリー用（内径0.4 mm）、マイクロボア用（内径2 mm）、
スタンダードボア用（内径4 mm）
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図2：Dionex ICS-5000＋ HPICシステム

EGC 500 CR-TC 500

図3：EGC 500とCR-TC 500



2 システム流路
システムの流路を図4に示します。ポンプにより超純水を溶離液
ジェネレーターカートリッジ（EGC）に供給すると、溶離液が自動
的に調製されます。Dionex AS-APオートサンプラーにセットさ
れた試料は、ループに注入された後カラムに送られ、サプレッサー
を経て電気伝導度検出器で検出されます。

分析条件
分析は下記条件で行いました。

 

スタンダードボア条件高速分析例
4 mm内径のDionex IonPac AS18 -4 µmカラムを用い、
1.0 mL/minと1.5 mL/minの流量でのクロマトグラムを比較し
た例を図5に示します。ピークの理論段数が高いため、流量を上
げても分離が維持できていることがわかります。流量を上げる
ことで分析時間を短縮でき、フッ化物から塩素酸イオンまでを5

分で分析できます。

キャピラリー条件高速分析例
0.4 mm内径のキャピラリーカラムを使用したクロマトグラムを
図6に示します。流量を30 µL/minにすることで、PO4まで2.5分
で分析できます。なお、キャピラリー条件の流量30 µL/minは、ス
タンダードボアでの3.0 mL/minに相当します。

高速条件でのサンプル分析例
スタンダードボアの高速分析条件を用いて、雨水、河川水と水道
水を5分で分析した例を図7-9に示します。なお、水道水は硝酸と
塩素酸の濃度比によってはグラジエント分析で分離を改善した
方がよいケースもあります。

図4：システム流路図

図5： 1.0 mL/minと1.5 mL/minの比較

図6： キャピラリー条件での高速分析

図7： 雨水分析例（流量1.5 mL/min）
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カラム Dionex IonPac AG18-4 µm （4 x 30 mm）/ 
AS18-4 µm （4 x 150 mm）

溶離液 23 mmol/L KOH （溶離液ジェネレーター使用）

流量 1.0 または1.5 mL/min

注入量 10 µL

カラム温度 30℃ （流量1.0 mL/minのとき）
27.5℃ （流量1.5 mL/minのとき）

検出器 電気伝導度（サプレッサー使用）

スタンダードボア条件

キャピラリー条件

カラム Dionex IonPac AG18-4 µm （0.4 x 35 mm）/ 
AS18-4 µm （0.4 x 150 mm）

溶離液 33 mmol/L KOH （溶離液ジェネレーター使用）

流量 30 µL/min

注入量 0.4 µL

検出器 電気伝導度（サプレッサー使用）

河川水B

河川水A

河川水B

河川水A

河川水B

河川水A

濃度 （mg/L）
1. F-   0.5 

2. ClO2
-      5.0

3. Cl-   3.0

4. NO2
-     5.0

5. CO3
2-    20

6. Br-   10

7. SO4
2-  10

8. NO3
- 10

9. ClO3
- 10

濃度 （mg/L）
1. F- 0.2 

2. Cl-    0.5

3. NO2
- 1.0

4. SO4
2- 1.0

5. Br-     1.0

6. NO3
- 1.0

7. PO4
3- 2.0

濃度 （mg/L）
1. 未同定
2. 未同定   

3. Cl-     1.0

4. NO2
- 0.03

5. CO3
2-      -

6. SO4
2-     1.1    

7. NO3
- 0.53
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まとめ
Dionex IonPac AS18 -4 µmカラムは4 µmの樹脂を充てんし
ているため、理論段数が高いという特長があります。このため、
流量を上げても分離が維持でき、分析時間を短縮できます。その
結果、分析処理件数を増やせるのはもちろん、サンプルの分析
結果をすぐに確認することができます。なお、 AS18 -4 µmカ
ラムは流量を上げると20 MPa（3000 psi）を超える圧力にな
ります。流量を上げた高圧分析に対応することができDionex 
ICS-5000+ 高圧イオンクロマトグラフィーシステムと、高圧対
応の溶離液ジェネレーターカートリッジ、トラップカラムをご使
用ください。

カラム・消耗品一覧
Dionex IonPac AS18 -4 µmカラムとバルブ、カートリッジ、
トラップカラムの製品番号は以下のとおりです（2013年4月現
在）。

図8： 河川水分析例（流量1.5 mL/min）

図9： 水道水分析例（流量1.5 mL/min、注入量50 µL）
        （上図：全体図、下図 :拡大図）

河川水B

河川水A

河川水B

河川水A

濃度 （mg/L）
1. F- 0.08

2. Cl-        5.1

3. CO3
2- -

4. SO4
2-     10

5. NO3
-       1.8

濃度 （mg/L）
1. F- 0.9

2. Cl-       28

3. CO3
2- -

4. SO4
2-      18

5. NO3
-       1.8

濃度 （mg/L）
1. F-   0.055 

2. Cl-     13

3. NO2-N 0.002

4. CO3
2- -

5. SO4
2-     22

6. NO3-N    0.83

7. ClO3
- 0.032

製品番号 名  称

076035 Dionex IonPac AG18-4 µm  ガードカラム（4 x 30 mm）

076034 Dionex IonPac AS18-4 µm 分離カラム（4 x 150 mm）

076037 Dionex IonPac AG18-4 µm ガードカラム（2 x 30 mm）

076036 Dionex IonPac AS18-4 µm 分離カラム（2 x 150 mm）

075917 高圧6方バルブ（インジェクション、スイッチングバルブ用）

075778 陰イオンカートリッジ 　EGC 500 KOH

075550 陰イオントラップカラム　CR-ATC 500

製品番号 名  称

076033
Dionex IonPac AG18 -4 µm
キャピラリーガードカラム（0.4 x 35 mm）

082314
Dionex IonPac AS18-4 µm
キャピラリー分離カラム（0.4 x 150 mm）

074525 高圧4方バルブ（インジェクションバルブ用）

072076
キャピラリー用陰イオンカートリッジ
EGC-KOH キャピラリー

072078
キャピラリー用陰イオントラップカラム 
CR-ATC キャピラリー

スタンダードボア・マイクロボア用

キャピラリー用
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高速！ 高分離能！　イオンクロマトグラフ

Thermo Scientific Dionex ICS-5000+ HPICシステム

多様なアプリケーションに対応
ポンプ、溶離液ジェネレーター、検出器モジュールを組み合わせることにより、分析目的に合わせたシステムを構築可能。

スタンダードボアシステム
陰イオン、陽イオン、有機酸分析

マイクロボアシステム
陰イオン、陽イオン、有機酸分析、
高感度分析、低ランニングコスト

キャピラリーシステム
陰イオン、陽イオン、有機酸分析、
高感度分析、低ランニングコスト

濃縮システム
高感度分析

同時分析システム
陰／陽イオン同時分析など

切換え分析システム
インライン前処理、

2チャンネル対応など

電気化学検出システム
糖、アミノ酸、アルコール

並列検出システム
伝導度／UV、伝導度／伝導度、
伝導度／電気化学など

遷移金属分析システム
遷移金属、ケイ酸、クロム価数分離、

スズ価数分離など

ハイフネーションシステム
IC-MSで過塩素酸や有機酸、
IC-ICP-MSでクロムやヒ素
などの形態別分析

分析目的に合わせてモジュールをカスタマイズ

多才な機能を備えたクロマトグラフィーデータシステム CDS
Chromeleon™ 7を使用するとサンプルから迅速かつ簡単に結果を得ることができ、ラボの全体的な生産性が向上します。

試料準備スケジュール作成

システムの制御
分析 電子署名 結果
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